
教授会議事要旨 

 

日 時：平成２８年９月６日（火） １５時００分～１６時００分 

場 所：本館２階会議室 

出席者：中野センター長、青井、能町、野海、福田、保坂、與曽井 各教授、味村、 

石井、井手口、大西、緒方、嶋、下村、民井 各准教授、王、郡、依田 各講

師、梅原、白鳥、菅谷、鈴木、高久、外川、堀田、蓑茂、ＲＹＵ、小林、池田 

各助教 

陪席者：岸本教授、佐藤助教 

浅井事務長、梶浦庶務係長、針田研究協力係長、富永会計係長 

 

議 題： 

Ⅰ．報告事項  

１．各種委員会について 

（１）吹田地区事業場安全衛生委員会（７月１日）＜福田教授＞ 

（２）核物理研究センター安全衛生委員会（７月４日）＜福田教授＞ 

（３）国際医工情報センター第５回運営委員会（７月１３日）＜福田教授＞ 

（４）原子力研究・安全委員会放射線管理部会（７月１３日）＜鈴木助教＞ 

（５）吹田地区箕面地区合同部局長会議（７月２０日）＜センター長＞ 

（６）部局長会議（７月２０日）＜センター長＞ 

（７）教育研究評議会（７月２０日）＜センター長＞ 

（８）原子力研究・安全委員会（７月２０日）＜センター長＞ 

（９）ODINS運用部会（７月２６日）＜外川助教＞ 

（10）学術研究機構会議（７月２９日）＜センター長＞ 

（11）ラジオアイソトープ総合センター専門委員会（８月１日）＜鈴木助教＞ 

（12）ラジオアイソトープ総合センター運営委員会（８月９日）＜福田教授＞ 

（13）吹田地区事業場安全衛生委員会（８月２４日 ※メール審議）＜福田教授＞ 

（14）核物理研究センター安全衛生委員会（８月２５日 ※メール審議）＜福田教授＞ 

以上、各委員からメールにて事前報告済。 

 

２．施設見学の実施について 
（１）大阪府金光八尾高等学校（７月１２日） 

（２）大阪府近畿大学附属高等学校（７月１５日） 

（３）山梨県立韮崎高等学校（７月２７日） 

（４）京都府立嵯峨野高等学校（８月２日） 

（５）アムステルダム大学（８月３日） 
（６）研究会「共鳴と非エルミート量子力学 2016」参加者（８月４日） 
（７）北海道札幌西高等学校（８月９日） 
（８）大阪府立四条畷高等学校（８月２６日） 

以上、各担当者からメールにて事前報告済 

 
３．その他 

（１）昨年10月入学の国費外国人留学生１名が、10月から理学研究科博士後期課程への

進学を目指しており、進学となった場合は核物理研究センターに配属の予定である

旨報告があった。 

 



（２）日本・アジア青少年サイエンス交流事業（さくらサイエンスプラン）について、

１１月２４日から１２月３日まで実施する旨報告があった。 

   

Ⅱ．前回教授会議事録（案）について 

事前に送付していた平成２８年７月５日開催の教授会議事録(案)について、意見等

があれば本日までに連絡願うこととした。（同日までに連絡はなく原案のとおり確定

した。） 

 

Ⅲ．協議事項  

１．高エネルギー加速器研究機構とのクロスアポイントメント制度に関する協定につい  

て        

資料１に基づき、野海教授のＫＥＫとのクロスアポイントメント協定について説明

があり、審議の結果、承認された。 

 

２．教員等人事について 

資料２－１～２に基づき説明があり、審議の結果、特任教授（常勤）１名及び教務

補佐員３名の採用が承認された。 

 

３．営利企業の役員兼業について 

資料３に基づき説明があり、審議の結果、承認された。 

 

４．女性教員の採用に係る大学留保ポスト支援制度について 

  資料４及び席上配布資料に基づき、現在センター内から１件の要望がある旨説明が

あり、審議した結果、次回運営委員会に附議することを念頭に、応募に向け検討を進

めることとなった。 

 

５．平成２９年度「基礎セミナー」及び「先端教養科目」の開設について 

資料５に基づき、基礎セミナーについては今年度担当している３名に引き続きお願

いしたい旨説明があり、承認された。また、先端教養科目については、開設しないこ

とを確認した。 

 

６．平成２８年度兼任教員について 

資料６に基づき、今年度の核物理研究センターへの学内兼任教員について、実態に

即したものとしたい旨説明があり、検討した結果、４名について兼任を終了、２名を

追加することとした。 

  

７．その他 

（１）現在教務補佐員及び技術補佐員は科研に応募できないが、博士の学位を有する者

については協同研究員として応募できることにしたい旨提案があり、了承された。 

 

次回教授会 平成２８年１０月４日（火）１５時００分～ 


